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昭
和
51
年
に
結
成
さ
れ
、
駒
ヶ

嶺
小
学
校
５
年
生
児
童
全
員
で
活

動
し
て
い
る
「
緑
の
少
年
団
（
団

員
24
人
）」
の
結
団
式
が
４
月
20
日
、

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
団
式
で
は
、
団
長
の
鈴
木
智

彦
く
ん
が
「
緑
を
育
て
大
切
に
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
今
年

の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
斎

藤
賢
一
会
長
）
が
４
月
17
日
、
新

築
さ
れ
た
駒
ヶ
嶺
小
学
校
に
「
振

り
子
時
計
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
時
計
は
、
高
さ
約
150
㌢
、

新
校
舎
と
と
も
に
新
た
な
歴
史
を

刻
み
始
め
ま
す
。

私たちの 
新しい小学校を 
紹介します 

私たちの 
新しい小学校を 
紹介します 

玄
関
を
入
る
と
目
の
前
に
は
「
多

目
的
ホ
ー
ル
」。
い
ろ
い
ろ
な
集
会

は
こ
こ
で
行
い
ま
す
。

こ
こ
が
私
た
ち
６
年
生
の
教
室
で

す
。
ど
の
教
室
も
明
る
く
開
放
的

で
、
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
す
。

休
み
時
間
は
本
を
読
ん
だ
り
、
畳
の

上
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
間
仕
切
り
が

な
い
の
で
と
て
も
広
く
感
じ
ま
す
。

校
舎
の
中
は
「
木
」
が
い
っ
ぱ
い
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
ち
こ
ち
に
水
飲
み

場
が
設
け
ら
れ
て
い
て
便
利
で
す
。

音
楽
室
な
ど
の
建
物
と
体
育
館
の

間
に
は
「
野
外
ス
テ
ー
ジ
」
が
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
自
慢
で
す
。

体
育
館
は
天
井
が
と
て
も
高
く
、

思
い
っ
き
り
運
動
が
で
き
ま
す
。

駒
ヶ
嶺
小
学
校
新
校
舎
完
成 

26,256㎡
・校舎部分 14,627㎡
・グラウンド部分 11,629㎡

5,894.12㎡
・校舎棟 4,800.78㎡
・屋内運動場 1,093.34㎡

・普通教室 ７
・理科室 １
・図工室 １
・音楽室 １
・家庭科被服室 １
・図書室 １
・コンピュータ室 １
・調理実習室 １

計 １４



任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日

付
け
で
新
し
い
行
政
区
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。
行
政
区
長
は
、
地
域

と
町
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
行
政
区
の
と
り
ま
と
め
な
ど

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

く
方
々
で
す
。

任
期
は
平
成
13
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の

２
年
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
会
　
長
　
渡
　
邊
　
光
　
雄
さ
ん

（
第
15
区
）

●
副
会
長
　
荒
　
　
　
健
二
郎
さ
ん

（
第
３
区
）

●
会
　
計
　
片
　
平
　
昭
　
六
さ
ん

（
第
７
区
）

●
理
　
事
　
荒
　
　
　
貞
　
夫
さ
ん

（
第
２
区
）

〃
　
　
加
　
藤
　
鉄
　
昭
さ
ん

（
第
６
区
）

〃
　
　
門
　
馬
　
義
　
一
さ
ん

（
第
10
区
）

〃
　
　
太
　
田
　
政
　
光
さ
ん

（
第
12
区
）

町
で
は
新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、

の
６
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
、
維

持
管
理
し
や
す
い
庁
舎
と
す
る
た

め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
現
在
の
庁
舎
北
側

の
町
有
地
（
約
１
２，

６
０
０
㎡
）

に
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
、
隣
接
す

る
保
健
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
公
共
施

設
、
敷
地
条
件
を
踏
ま
え
た
庁
舎

の
施
設
整
備
の
あ
り
か
た
や
建

設
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
重
視
し
、
設

計
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
方
策
も

考
慮
し
た
役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
の
技
術
提
案
を
し
て
も
ら
い
、
も

っ
と
も
適
し
た
人
（
設
計
者
）
を

選
ぶ
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

設
計
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
建
築
設
計

業
務
を
行
う
66
社
の
中
か
ら
業
務

実
績
・
技
術
者
数
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
15
社
の
設
計
事
務
所
を

選
定
し
、
建
築
専
門
の
大
学
教
授

２
人
、
町
内
の
一
級
建
築
士
３
人
、

議
会
代
表
２
人
、
行
政
区
長
代
表

１
人
、
団
体
代
表
１
人
、
福
祉
関

係
者
２
人
、
町
職
員
２
人
の
計
13

人
で
構
成
す
る
「
役
場
庁
舎
建
設
設

計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
設
計
者
選
定
委

員
会
」
を
設
置
し
、
選
定
委
員
会
に

お
い
て
15
の
設
計
事
務
所
か
ら
８

社
を
選
定
し
て
も
ら
い
、
庁
舎
設

計
に
の
ぞ
む
基
本
方
針
と
体
制
、

技
術
力
や
経
験
等
に
つ
い
て
聞
き

取
り
を
実
施
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

今
回
提
出
さ
れ
た
技
術
提
案
書
等

の
審
査
を
願
っ
て
、
最
優
秀
の
設
計

者
を
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

設
計
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

最
優
秀
と
し
て
選
定
い
た
だ
い
た
設

計
事
務
所
の
提
案
に
対
す
る
町
民

と
の
意
見
交
換
が
大
切
で
す
の
で
、

町
職
員
は
も
と
よ
り
議
会
や
町
内

各
種
団
体
代
表
者
の
皆
さ
ん
と
の

懇
話
会
を
こ
れ
ま
で
12
回
実
施
し
、

広
く
ご
意
見
・
要
望
等
を
お
聞
き

し
て
設
計
に
反
映
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
で
き
る
だ
け
基
本
設
計
の
中

に
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

▲完成予想イメージ（東南の方向から見て）

建
設
工
事
は
、
今
年
度
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
着
工
し
、
来

年
度
ま
で
の
２
カ
年
継
続
事
業
で

建
設
す
る
計
画
で
あ
り
、
財
源
は
、

役
場
庁
舎
建
設
基
金
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

・鉄筋コンクリート３階建（一部４階・展望ロビー）
・延べ面積　約４，１７０㎡

１階　事務室、相談室、会議室、書庫、倉庫など
２階　事務室、町長室、相談室、会議室、防災無

線室、電算機室など
３階　議場、正副議長室、議員控室、教育委員会、

会議室など
展望ロビー 主に東側・太平洋を眺望

※新庁舎の玄関は、庁舎南側の西部にする計画であり、歩
行者は、役場前県道から直接出入りできますが、車両の出
入りは安全性を考慮し、東側・保健センター西の町道から
入るようにしたいと考えています。（この町道は、役場前の
県道から北・砂子田川橋手前まで、今年度中に歩道をつけ
て拡幅整備工事を実施します。また、県道についても、国道
６号交差点から東・約３００ｍ区間に歩道等を設置し、やさ
しい道づくり推進事業として県が整備計画を進めています。）
※庁舎の建設にあたっては、高度情報化への対応や情報公開、
バリアフリーなど、利用者の利便性を考慮した人にやさしい
施設づくりや環境への配慮などにも努めます｡

町
民
参
加
で
親
し
み
あ
る 

を
め
ざ
し
て
② 



４
月
10
日
、
相
馬
看
護
専
門

学
校
に
お
い
て
入
学
式
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
第
一
期
生
と
し
て
40
名

の
学
生
が
晴
れ
て
入
学
し
ま
し

た
。
な
お
、
本
校
は
一
学
年
40
人

の
三
年
間
の
就
学
期
間
で
、
看
護

婦
・
看
護
士
を
目
指
し
、
高
等
教

育
機
関
と
し
て
質
的
向
上
と
保
健

医
療
福
祉
等
を
含
め
た
地
域
の
振

興
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
く

た
め
の
看
護
専
門
学
校
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
３
月
27
日
に
は
県
・
市

町
村
・
工
事
関
係
者
が
出
席
し
て

落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

落
成
式
で
は
、
本
組
合
管
理
者

で
あ
る
鈴
木
寛
林
原
町
市
長
・
副

管
理
者
・
渡
辺
貞
夫
県
出
納
長

ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
会

場
を
体
育
館
に
移
し
管
理
者
か
ら

『
優
秀
な
看
護
実
践
者
を
育
成
し

地
域
医
療
の
発
展
に
寄
与
す
る
』

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
所
在
地

相
馬
市
石
上
字
南
蛯
沢
３
４
４

番
地

◆
敷
地
面
積

２
３，

４
７
８
㎡

◆
建
物
面
積

・
校
舎

鉄
骨
造
３
階
建
延
床
面
積

４，

２
４
７．

３
６
㎡

・
体
育
館

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部

鉄
骨
造
２
階
建
延
床
面
積

８
４
９．

６
９
㎡

◆
庁
用
備
品

・
専
門
図
書
（
図
書
館
用
図
書
）

１
０，

２
８
１
冊

・
医
療
機
器
（
標
本
模
型
等
）

４
１
７
品

【
総
事
業
費
】

16
億
８
４
８
万
６
千
円

【
施
設
の
内
容
】

【
一
階
】

校
長
室
、副
校
長
室
、
事
務
室
、

講
師
室
、
教
員
室
、
面
接
室
、

在
宅
看
護
実
習
室
、
調
理
実
習

室
、
会
議
室
、
機
械
室
、
他

【
二
階
】

基
礎
看
護
実
習
室
、
多
目
的

実
　
習
室
、
母
性
・
小
児
看
護

実
習
　
室
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室
（
４

室
）、

標
本
、
模
型
室
、
他

【
三
階
】

教
室
（
３
室
）、
情
報
処
理
室
、

図
書
室
、
視
聴
覚
教
室
、
音
楽

室
、
学
友
会
堂
、
学
生
ホ
ー
ル

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の
審

査
な
ど
を
行
う
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に
、
片
平
和
正
さ
ん

（
岡
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
13
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
16
年

３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間

で
す
。

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
斎
藤
良
子
さ
ん
（
藤
崎
）

が
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人

権
が
侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、

侵
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
新
地
町
の
人
権
擁

護
委
員
は
３
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
で
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

●
新
地
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
横
山
富
士
子
さ
ん
（
明
地
）

�
�
２
６
２
１

・
伊
藤
　
章
さ
ん
（
小
川
）

�
�
２
１
３
８

・
斎
藤
良
子
さ
ん
（
藤
崎
）

�
�
３
６
９
７

今年も、公民館では各種スポーツ教室・スポーツイベントを開催します。
健康で活力ある毎日を送るために、何かスポーツに取り組んでみませんか。
初めての方から腕に覚えのある方まで、多くの皆様の参加をお待ちして
おります。

�
新地公民館　６２－２０８５

★日程等は、変更になることがありますので、毎月の「広報しんち」「スポーツ教室のお知らせ」をご覧く
ださい。

初心者
テニス教室

5月19日�・26日�
6月09日�・16日�

○13：30～15：30
○総合体育館（テニスコート・アリーナ）
5月27日�
6月4日�・18日�・25日�

○19：00～21：00
○総合体育館（アリーナ）

「硬式テニス」の基礎からスタートする教室です。
硬式テニスに自信がない方は、腕に負担の少ないスポンジ製ボー

ルを使用する「ショートテニス」教室も開催します。
小学生から高齢者の方までの参加をお待ちしています。

第４回
しんちロードレース大会

○7月01日�
○8：30～13：00
○新地町内コース

今年で第４回を迎える大会です。部門別に行います。
各部門・コース・募集方法等、詳しくは今後の広報をご覧くださ

い。

遊海しんち
ビーチバレーボール大会

○8月05日�（予定）
○10：00～15：00
○釣師浜海水浴場特設コート

男女混合３人制（新地ルール）によるビーチバレーボール大会で
す。一般参加の部と当日の飛び入りの部があります。

参加者募集等、詳しくは今後の広報をご覧ください。

自然体験
ハイキング

○8月19日�
○9：00～16：00
○県内登山コース

自然の中を歩こう会の町外版です。
町外のハイキングコースや登山を通して、自然の雄大さ・美しさ

を体験しませんか。
詳しい募集方法等は、今後の広報をご覧ください。

第５回しんち
ウォークラリー・
ニュースポーツ体験

○9月09日�
○8：30～13：00
○新地町内コース

地図を頼りに問題を解きながら、町内各コースを回ります。ウォ
ークラリーを通して、新地町の新しい発見をしてみませんか。また、
ニュースポーツの体験も用意しています。

詳しい募集方法等は、今後の広報をご覧ください。

「バドミントン」の基礎から試合形式までの教室です。
運動量が豊富なバドミントンでさわやかな汗を流してみませんか。
小学生から高齢者の方までの参加をお待ちしています。
気軽に取り組めるスポーツを紹介し、体験する教室です。
日頃、運動をする機会が少ない皆さんにも取り組みやすいニュー

スポーツを中心に紹介します。
昼間・夜間の開催ですので、ふるって参加して頂き、健康づくり

に取り組んでみませんか。

高齢者対象の教室です。３回のわたり３地区（福田・駒ヶ嶺・
新地）ごとに体力測定を行います。

最終回には、気軽に楽しみながら取り組める運動を紹介します。
自分の体力を知って、健康で生き生きとした毎日を送りましょう。

「卓球」の基礎からスタートする教室です。
大きいボールを使用し、ボールのスピードが遅く、ラリーが続き

やすい「ラージボール卓球」も行います。
小学生から高齢者の皆様の参加をお待ちしています。
学校体育では体験できないニュースポーツを中心に紹介し、楽し

く運動に取り組んでいただく教室です。
土曜日開催ですので、小学生から高齢者の方までご家族でぜひご

参加ください。お一人での参加も大歓迎です。
また、野外教室として「スキー・スノーボード教室」も開催しま

す。

初心者
バドミントン教室

あしたから
フィットネス作戦

いきいき
健康づくり教室

初心者卓球教室

ニコニコふれあい
スポーツ教室

（ ）

10月20日�・11月03日�
12月01日�・15日�

○19：00～21：00
○総合体育館（テニスコート・アリーナ）

（ ）

10月20日�・11月03日�
12月01日�・15日�

○09：30～11：30
○総合体育館（アリーナ）
※2月3日�は野外教室
○06：30～18：30
○宮城蔵王七が宿スキー場

（ ）

（ ）

7月31日�
8月7日�・21日�・28日�

○19：30～11：30（昼間）
19：30～21：00（夜間）

○総合体育館（アリーナ）

（ ）

9月14日�・18日�
9月21日�・26日�

※各地区開催日は後日お知らせします。
○19：30～11：30
○総合体育館・勤労青少年
ホーム・駒ヶ嶺体育館

（ ）



４
月
22
日
か
ら
海
浜
運
動
公
園

の
空
に
約
80
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
浜

風
を
受
け
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。

こ
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
埒
浜
地

区
の
有
志
が
地
区
の
活
性
化
の
た

め
に
と
平
成
９
年
か
ら
始
め
た
も

の
で
、
友
人
知
人
に
提
供
を
呼
び

か
け
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

さ
わ
や
か
な
潮
風
の
ふ
く
な
か
、

の
ん
び
り
と
眺
め
て
い
る
家
族
連

れ
な
ど
が
、
五
月
晴
れ
の
休
日
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

�

第
30
回
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
４
月
11
日
、
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
13
チ
ー
ム
約
90
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
・
駒
北
Ｂ
チ
ー
ム
（
菅
野

コ
ト
さ
ん
、
斎
藤
ミ
チ
子
さ
ん
、
吉

田
正
さ
ん
、
吉
田
ア
イ
子
さ
ん
、

加
藤
静
枝
さ
ん
、
加
藤
末
吉
さ
ん
）

▼
準
優
勝
・
杉
目
チ
ー
ム
▼
３

位
・
小
川
チ
ー
ム
・
駒
中
Ａ
チ
ー
ム

�
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式

が
４
月
21
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
２

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
目
黒
教
育
長
か
ら
各

少
年
団
指
導
者
へ
の
委
嘱
状
の
交

付
と
団
員
に
団
旗
を
授
与
し
、
続
い

て
各
少
年
団
ご
と
に
宣
誓
を
行
い
、

１
年
間
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
で
は
優
秀
指
導

者
賞
と
し
て
剣
道
部
の
渡
辺
敏
三

さ
ん
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

�

国
道
６
号
線
の
新
地
町
と
山

元
町
の
県
境
に
４
月
11
日
、
交

通
事
故
防
止
の
た
め
の
関
所
「
伊

達
と
相
馬
の
関
」
が
開
設
さ
れ
、

新
地
、
相
馬
、
山
元
、
亘
理
の
関

係
者
が
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
伊
達
藩
と
相
馬

藩
に
ち
な
み
、
鎧
甲
に
陣
羽
織
姿

な
ど
で
交
通
安
全
の
絵
馬
や
眠
気

覚
ま
し
の
ガ
ム
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

�

町内４保育所の入所式が４月４日、３小学校
と尚英中学校の入学式が４月６日にそれぞれ各保
育所、小・中学校で行われました。

今年の入所・入学者は保育所が236人、小学校
が89人、尚英中学校が95人でした。

子どもたちは緊張の中にもこれからの学校・保
育所生活に胸を膨らませていました。

�

�

町消防団春季点検が４月15日、新地小学校校庭で
行われ、消防団員・婦人消防隊約330人が参加し、防
火の誓いを新たにしました。

式では新入団員25人に辞令交付が行われ、代表で本
田喜孝さん（上真弓）が宣誓。続いて通常点検、小隊訓
練、ポンプ操法、機械器具点検、一斉放水を行いました。

�

�



˝x œ

・
息
子
よ
！
韓
国
に
架
け
る

「
命
の
橋
」
シ
ン
・
ユ
ン
チ
ャ
ン

駅
の
ホ
ー
ム
転
落
事
故
で
、
見

知
ら
ぬ
日
本
人
を
助
け
よ
う
と
し

た
韓
国
人
留
学
生
。
日
韓
の
架
け

橋
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い
た
熱
き

生
涯
を
母
が
涙
と
と
も
に
語
る
。

16
日
�

浜
保
育
所

21
日
�

各
保
育
所

23
日
�

新
地
保
育
所

24
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

25
日
�

浜
保
育
所

29
日
�

福
田
保
育
所

「
勉
強
好
き
な
人
」
と
子
ど
も

た
ち
に
問
い
か
け
る
と
、「
ハ
ー

イ
！
」
と
元
気
に
返
事
を
し
て
、

一
斉
に
手
が
あ
が
り
ま
す
。

そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
勉
強
が
大
好
き
な
の
で
す
。

「
何
で
も
知
り
た
い
・
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
に
、
思
わ
ず
圧
倒
さ

れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
い

か
に
受
け
止
め
、
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
が
、
学
習
の
上

で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

町
の
保
育
所
で
は
、
就
学
前
の

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

あ
そ
び
の
中
で
、
文
字
や
数
、
地

図
な
ど
に
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
よ

う
に
「
文
字
数
教
習
器
」
や
「
地

球
儀
」「
は
め
込
み
式
の
日
本
地

図
」「
手
作
り
の
あ
い
う
え
お
マ

グ
ネ
ッ
ト
」
な
ど
の
知
育
教
材
を

利
用
し
、
自
由
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
環
境
を
豊
か
に

整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
長
組
に
な
る
と
、
手

作
り
の
教
材
を
使
い
、
文
字
や
数

の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

初
め
は
、
直
線
や
曲
線
な
ど
を

書
き
、
手
首
を
十
分
に
動
か
せ
る

よ
う
に
し
、
ペ
ン
や
鉛
筆
に
慣
れ

親
し
ん
で
か
ら
文
字
や
数
の
練
習

に
無
理
の
な
い
よ
う
に
入
り
ま

す
。
た
だ
書
く
だ
け
で
は
な
く
、

よ
い
姿
勢
、
正
し
い
鉛
筆
の
持
ち

方
、
筆
順
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
状

態
に
配
慮
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
成
長
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

Ａ
子
「
な
に
を
や
っ
て
い
る
の
？
」

Ｂ
子
「
パ
ソ
コ
ン
を
や
っ
て
い
る

の
」

Ａ
子
「
う
ち
に
も
パ
ソ
コ
ン
あ
る

よ
」

☆
玩
具
の
携
帯
電
話
で

Ｃ
子
「
み
て
て
！
い
ま
メ
ー
ル
だ

す
か
ら
」

21
世
紀
を
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と

過
ご
す
た
め
の
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
で
あ
る
「
健
康
日
本21

」

今
回
は
﹇
歯
の
健
康
﹈
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
80
歳
で
も
20
歯

以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
と
い
う

「
８
０
２
０
運
動
」
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
80
歳
以
上
で
残

っ
て
い
る
歯
の
数
は
平
均
６
歯
と

目
標
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状
で
す
。

歯
を
失
う
原
因
は
、
そ
の
約
９

割
が
む
し
歯
と
歯
周
病
。
こ
れ
ら

の
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
歯

の
喪
失
防
止
の
た
め
の
第
一
条
件

で
す
。

現
在
96
・
２
％
の
人
が
毎
日
歯

を
磨
い
て
お
り
、
歯
を
み
が
く
習

慣
は
か
な
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
歯
み
が
き
を
し
て
い

る
の
に
、
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な

っ
た
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
こ
れ
は
「
み
が
い
て
い
る
」

つ
も
り
で
も
「
み
が
け
て
い
な
い
」

か
ら
で
す
。
自
分
の
歯
に
あ
っ
た
、

適
切
な
歯
の
み
が
き
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯
の
形
や
歯
並
び
は
人
に
よ
っ

て
違
う
の
で
、
ま
ず
は
歯
医
者
さ

ん
で
自
分
の
歯
や
口
の
中
の
状
態

を
教
え
て
も
ら
い
、
み
が
き
か
た

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
歯
に

つ
い
た
歯
垢
を
き
ち
ん
と
落
と
す
こ

と
で
す
。
歯
垢
の
た
ま
り
や
す
い
と

こ
ろ
は
重
点
的
に
み
が
き
ま
す
。

・
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
い
目

・
歯
と
歯
の
間

・
奥
歯
の
か
み
あ
う
面

生
涯
に
わ
た
っ
て
食
事
や
会
話

を
楽
し
む
な
ど
、
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
も
自
分
の
歯
を
保
つ

こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
健
康
な

と
き
か
ら
き
ち
ん
と
歯
の
管
理
を

行
う
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
を
保
つ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
の

機
会
に
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Hello Shinchi!
I want to say welcome and congratulations to all the new students at Shoei.
It’s nice to see so many familiar faces from my visits to elementary schools.
Do you know that I love Japanese? I especially love Kanji. Recently, I sent
a picture to my brother in Canada by email. On the phone he told me

“Because there are Japanese characters in the background, the picture looks
like it’s from another planet!”I laughed, of course. But I can understand
him. Before I came to Japan, Chinese characters were a mystery. I often asked
my Chinese-Canadian friends about Chinese shop signs in Toronto. I thought
that it was magic to be able to read those characters.
Even now, when I read Kanji, it feels like magic. But I think reading, in any
language, is a kind of magic. Ever since I was very young, I’ve loved read-
ing. In kindergarten and grade 1, I would often read my books out loud. Over
and over again. I would try to read anything I could find. And I always loved
getting a new book.
Nowadays, I have that same curiosity about reading Kanji. I’m very inter-
ested in their history and beauty. I have a book that explains the origin of
Kanji. I can’t stop reading it. Sometimes I write short emails in using Kanji
to my Japanese friends. But it’s still very difficult for me. After 3 years, I still
only know a few hundred Kanji. Not enough to read a Japanese newspaper.
But someday, I’ll read and write well in Japanese. I won’t stop studying even
when I go back to Canada. Maybe when I become a famous writer, I’ll be
able to translate my own books into Japanese!
See you!

（和訳は15ページ）

�

・
草
の
名
前
が
葉
っ
ぱ
で
わ
か
る

近
田
文
弘

い
つ
も
と
お
る
道
端
の
草
。
こ

れ
っ
て
な
ん
て
言
う
草
だ
ろ
う
？

ふ
っ
と
疑
問
が
わ
い
て
き
た
。
さ

ん
ま
い
葉
で
長
い
く
き
は
、
シ
ロ

ツ
メ
ク
サ
。

・
も
の
の
か
ぞ
え
方
絵
事
典

鉛
筆
は
１
本
。
人
は
２
人
。
ク

マ
は
３
頭
。
じ
ゃ
あ
キ
ャ
ベ
ツ
は

ど
う
か
ぞ
え
る
の
？
も
の
の
単
位

と
数
え
方
が
わ
か
る
本
。

・
楽
し
い
え
か
き
う
た

・
忍
た
ま
乱
太
郎

・
ぼ
く
の
生
き
か
た

島
田
紳
助

仕
事
の
環
境
の
整
え
か
た
、
友

だ
ち
と
の
つ
き
あ
い
か
た
、
夫
婦

の
あ
り
か
た
、
子
育
て
、
新
し
い

価
値
観
、
こ
れ
か
ら
の
夢
を
語
る
。

島
田
紳
助
、
45
歳
の
す
べ
て
。

・
大
蛇
の
橋
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

・
模
倣
犯
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

・
子
ど
も
と
出
か
け
る
福
島
あ
そ

び
場
ガ
イ
ド

※
５
月
５
日
は
開
館
し
ま
す
。

知
能
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
能
の
基
礎
は
、

日
常
生
活
の
中
で
困
難
な
物
事
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
、
自
分
で

考
え
、
解
決
す
る
活
動
で
す
。
そ

う
い
う
経
験
の
積
み
重
ね
こ
そ
、

知
能
の
発
達
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

環
境
の
整
っ
た
町
内
の
保
育
所

で
同
年
齢
、
異
年
齢
の
友
だ
ち
と

一
緒
に
あ
そ
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
、
心
も
体
も
、
そ
し
て

知
能
も
お
お
い
に
育
て
ま
し
ょ
う
！

※
ど
ち
ら
も
「
今
」
を
良
く
見
て

い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
ね
。

①
は
し
を
も

つ
よ
う
に
２

ほ
ん
も
つ

②
て
ま
え
の

１
ぽ
ん
を
ぬ

き
と
る

③
し
っ
か
り

に
ぎ
る



ふれ
あいと

創造のまち

21
日

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
総
会

22
日

入
札

23
日

新
地
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

24
日

保
育
所
満
了
式

25
日

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
総
会

27
日

広
域
圏
看
護
専
門
学
校
落
成
式

28
日

入
札
、
町
土
地
改
良
区
総
代
会

29
日

し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会

30
日

職
員
辞
令
交
付
式
、
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
定
期
総
会

31
日

町
更
生
保
護
婦
人
会
総
会

１
日

町
磐
青
の
会
総
会

２
日
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
・

し
ん
ち
福
祉
会
・
町
職
員
・
行
政
区

長
辞
令
交
付
式
、
交
通
指
導
隊
員
委

嘱
状
交
付
式
、
消
防
職
員
併
任
辞
令

交
付
式
、
課
長
会

３
日

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
総
会

４
日

保
育
所
入
所
式

５
日

中
里
地
区
公
営
住
宅
起
工

式
、
谷
地
小
屋
地
区
ほ
場
整

備
受
益
者
総
会

６
日

町
赤
十
字
奉
仕
団
総
会
、
３
小

学
校
・
尚
英
中
学
校
入
学
式

７
日

婦
人
消
防
隊
総
会

９
日

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
総
会

10
日

新
地
高
等
学
校
入
学
式
、

町
防
霜
対
策
本
部
会
議

11
日

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
交
通

安
全
「
伊
達
と
相
馬
の
関
」

13
日

役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委

員
会
、議
会
全
員
協
議
会

14
日

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

15
日

春
季
消
防
点
検

16
日

課
長
会

17
日

区
長
会

20
日

町
総
合
公
園
整
備
検
討
委

員
委
嘱
状
交
付
式
、
町
緑

の
少
年
団
結
団
式

（子供） （親） （地区）
幸
ゆき

恵
え

横山広幸・ふじい 明　地

翔
しょう

斗
と

菅野正浩・智佳 今　泉

育
いく

夢
む

大川　浩・美知子 小　川

脩
しゅう

杜
と

草刈克幸・由紀 杉　目

（死亡者） （年齢） （地区）
目黒マサヲ ９６歳 作　田
阿部　榮三 ８９歳 城　内
林　　シゲ ６６歳 上真弓
目黒富之進 ８８歳 釣　師

（平成１３年３月２１日～平成１３年４月２０日届出）

・
森
崇
子
さ
ん
（
菅
谷
）
よ
り

10
万
円

◎
寄
付

・
目
黒
俊
昌
さ
ん
（
作
田
）
よ
り

10
万
円
、
紙
オ
ム
ツ
・
タ
オ
ル
多

数
／
石
田
初
男
さ
ん
（
小
川
）
よ

り
５
万
円
／
目
黒
伸
雄
さ
ん
（
杉

目
）
よ
り
桜
の
花
多
数
／
横
山
薫

さ
ん
（
中
里
）
よ
り
肌
着
31
枚
／

マ
ル
フ
ク
農
園
さ
ん
（
杉
目
）
よ

り
リ
ン
ゴ
40
キ
ロ
／
野
田
直
哉
さ

ん
（
釣
師
）
よ
り
タ
オ
ル
１
２
０

本
／
森
弘
平
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り

き
ん
せ
ん
花
30
本
／
菅
野
ト
ヨ
さ

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

５
月
21
日
〜
27
日
の
１
週
間

は
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

国
、
県
、
町
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等

の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
委
員
は

開
設
日
以
外
に
も
自
宅
や
電
話
で

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

�

斎
藤
洸
旦

駒
ヶ
嶺
字
山
中
62

（
�
�
３
６
９
７
）

�

５
月
21
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

保
健
セ
ン
タ
ー

◎場所は保健センター

古
い
未
登
録
の
銃
砲
・
刀
剣
類

を
発
見
し
た
時
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
に
発
見
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
怠
る
と
不
法
所
持

に
な
り
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
手
続
き

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
教
育
委
員
会（
�
�
４
４
７
７
）

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請

を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
印
鑑
登
録

証
（
左
記
カ
ー
ド
）
を
忘
れ
ず
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
を
お

忘
れ
の
場
合
は
印
鑑
登
録
証
明
書

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

役
場
町
民
課
（
�
内
線
25
）

平
成
13
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
の
時
期
が
来
ま
し
た
。
４
月

初
め
に
福
島
労
働
省
か
ら
送
付
さ

れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
確
認

の
う
え
、
５
月
21
日
�
ま
で
に
最

寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
等
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

�

福
島
労
働
局

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

ん
（
今
神
）
よ
り
ぞ
う
き
ん
50

枚
／
佐
藤
和
男
さ
ん
（
赤
柴
）
よ

り
こ
ご
み
４
キ
ロ
／
郡
司
イ
ネ
さ

ん
（
山
元
町
）
よ
り
卵
２
０
０

個
／
松
谷
昭
男
さ
ん
（
杉
目
）
よ

り
ぼ
た
ん
苗
５
株
／
荒
保
春
さ
ん

（
中
里
）よ
り
図
書「
口
碑
福
田
史
」

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
ダ
マ
ヤ
ン
５
人
よ
り
フ
ィ
リ
ピ

ン
文
化
紹
介
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
38
回
75
人
／
レ
マ
ン
の
会
２
回

６
人
／
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
会
役
員

１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部
２
回

７
人
／
習
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回

２
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
16
回
35
人

町教育委員会では、５月26日から毎週
第４土曜日、昔話のお話会を行います。

お誘い合わせの上おいで下さい。
� ５月26日� 午後２時～
� 観海堂

【語り部】観海堂管理人　小野トメヨさん
�

教育委員会（��4477）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
「
環
境
月
間
イ
ベ
ン
ト
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

６
月
３
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

出
店
物
は
飲
食
物
以
外

の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

６
月
３
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

小
学
校
３
年
生
以
上
の

親
子
（
定
員
は
親
子
50
名
）

５
月
14
日
か

ら
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

紙
す
き
教
室
に
参
加

の
方
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
�
・

２
箱
）
を
セ
ロ
ハ
ン
を
は
が
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
�
�
４
７
２
２
）

①５月11、15、18、22、25、29日 午前９時30分～
②５月11、15、18、22、25、29日 午後１時30分～
③５月11、15、18、22、25、29日 午後７時～
④６月11、14、18、21日　 午前９時～
⑤６月11、14、18、21日　 午後１時30分～
⑥６月7、11、14、18、21、25日 午後７時～
�

生涯学習課（��２０８５）
企画振興課（�内線３５）



◆

ふ
れ
あ
い
の
民
話
の
語
り
里
の
春

小
野
ト
メ
ヨ

籾
糠
を
ゆ
っ
く
り
焦
が
し
春
の
雨

加
藤
　
白
穂

卯
月
め
く
通
る
舞
妓
の
下
駄
の
音

菅
野
　
二
郎

思
ふ
こ
と
な
ん
で
も
言
へ
そ
う
春
の
風

小
泉
　
　
淑

下
萌
の
き
ざ
し
あ
り
し
に
今
朝
の
雪

小
泉
　
房
子

花
ふ
ふ
む
夜
々
の
湿
り
に
ほ
だ
さ
れ
て

斎
藤
　
清
子

客
と
し
て
行
く
生
家
あ
り
初
音
き
く

斎
藤
と
も
子

大
雪
や
東
京
ま
で
の
花
便
り

佐
藤
の
ぶ
お

春
泥
を
こ
ぼ
し
て
ゆ
け
り
ダ
ン
プ
カ
ー

佐
藤
　
芳
子

星
空
に
木
蓮
白
く
浮
き
出
で
ぬ

志
茂
　
尚
子

紅
梅
の
ひ
と
ひ
ら
ひ
ざ
に
乗
り
て
来
る

高
橋
　
ト
ク

う
ぐ
い
す
餅
真
二
つ
に
し
て
嫁
姑

野
地
せ
い
子

あ
き
ら
め
の
こ
と
の
み
多
し
翁
草

林
　
よ
し
こ

観
瀾
の
松
に
ひ
び
き
て
卒
業
歌

代
光
　
富
峰

山
路
来
て
初
音
聞
き
た
る
日
和
か
な

渡
辺
た
か
を

Ｈｅｌｌｏ Ｓｈｉｎｃｈｉ！

尚英中に入学した新入生にようこそ、そしておめでとうを言いたい。
小学校への訪問から多くの見慣れている顔を見ることは楽しいです。

私が日本語が好きだということを知ってますか？特に漢字が好き
です。最近カナダにいる兄にＥ－メイルで写真を送りました。電話
で彼は、背景に日本語があるので、他の惑星からのように写真が見
えると言ってました。もちろん私は笑ってしまいました。でも彼の
言うことがわかります。私が日本にくる前、漢字は不思議でした。
トロントにある中国の店の看板について、よく中国人の友達に尋ね
ました。それらの言葉が読めるのを不思議に思いました。

今でさえ漢字を読むときマジックのように思います。でもどんな
言葉を読むことは一種のマジックだと思います。小さかったとき読
書が好きでした。幼稚園、小学校１年生のときよく大きな声で何回
も何回も本を読みました。見つけることができるものは何でも読も
うとしました。いつも新しい本を得ることが好きでした。

最近、漢字を読むことに同じような好奇心を持っています。漢字
の歴史や美に魅力を感じています。私は漢字の起源を説明してる本
を持っています。読むのがやめられません。ときどき日本の友達に
漢字を使って短いＥ－メイルを書いています。でもまだ私にとって
とても難しいです。漢字を勉強をして３年後には、２、３百語の漢
字を知るでしょう。日本語の新聞を読むには十分ではありません。
しかしいつか、日本語を上手に読み書けるでしょう。カナダに帰っ
ても勉強はやめないでしょう。たぶん私が有名な作家になったら、
日本語に自分の本を訳すことができるでしょう。
Ｓｅｅ　ｙｏｕ！

和訳：尚英中学校　松田勘太先生

おじいちゃんが大好で、テレビを見ながら踊
って楽しませています。晴れた日は砂あそびを
して元気いっぱい！このまま元気に育ってネ

姉弟とても仲良しで、お姉ちゃんは弟の面倒
をよく見てくれます。これからも外で元気にの
びのびと遊んでください。

４
月
９
日
に

行
わ
れ
た
３
歳
児

健
診
で
、
虫
歯
０

（
ゼ
ロ
）
の
子
ど

も
は
14
人
中
５
人

で
し
た
。

「
広
報
し
ん
ち
」
は
先
月
号
ま
で

は
、
こ
の
く
ら
い
の
文
字
の
大
き
さ

で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
小
さ
く
読
み
づ

ら
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
か
ら
は
本
文
の
文
字

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
（
右
の

文
章
と
比
べ
て
く
だ
さ
い
）。
こ

れ
か
ら
も
見
や
す
い
、
読
み
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◆
企
画
振
興
課
（
�
内
線
63
）

�



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

■
春
本
番
、
今
月
号
で
は
表
紙
に
「
桜
」、

裏
表
紙
に
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
季
節

の
花
を
載
せ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
「
ツ
バ
キ
」「
カ
タ
ク
リ
」
な
ど
も

取
材
し
ま
し
た
の
で
こ
こ
で
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
■
植
物
の
取
材
は
、

野
山
を
歩
き
回
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

季
節
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
新
緑
の
野
山
を
散
策
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
晴
）

新地城趾の保存・活用と地域の活性化にと毎年新地城趾にチューリップの花を咲かせている新
地城趾会（片平昭八会長）が、今年は２０，０００本のチューリップを咲かせました。

５，０００本からはじめて、１０，０００本、２０，０００本と年々数を増やした今年のチュ
ーリップは、赤・白・黄色と色とりどりにみごとな花を咲かせ訪れた方を楽しませていました。


